
昭
和
二
十
五
年
四
月
十
四
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

一
一
三
） 

答

弁

第

一

一

三

号 

    

衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
小
河
内
貯
水
池
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
九
九
号 

昭
和
二
十
五
年
四
月
十
四
日 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
重 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



特
に
最
も
考
慮
を
要
し
ま
す
村
外
移
転
者
に
対
す
る
移
転
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
農
林
省
の
協
力
を
得
ま
し
て
都
に
お
い

て
あ
つ
旋
し
、
先
般
関
係
村
民
の
予
定
地
調
査
も
終
了
し
ま
し
て
、
近
く
移
転
者
の
希
望
も
勘
案
し
移
転
先
の
決
定
を
み
る 

、
東
京
都
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
件
の
重
大
性
に
か
ん
が
み
ま
し
て
、
去
る
昭
和
二
十
三
年
七
月
以
来
、
都
知
事
を
会
長
と

い
た
し
ま
し
て
、
都
議
会
議
員
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員
、
都
農
地
委
員
、
学
識
経
験
者
、
関
係
官
公
職
員
よ
り
な
る
「
東

京
都
小
河
内
貯
水
池
対
策
委
員
会
」
を
組
織
し
、
同
委
員
会
に
お
い
て
種
種
研
究
審
議
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
「
村
民
移
転
更
生
対
策
」
及
び
「
物
件
移
転
料
其
他
諸
補
償
基
準
」
の
成
案
を
得
ま
し
た
の
で
、
爾
来
こ
れ
を
地
元
各
階
層
代

表
者
よ
り
組
織
さ
れ
ま
し
た
「
小
河
内
村
対
策
委
員
会
」
に
示
し
、
円
満
な
解
決
を
図
る
べ
く
、
目
下
具
体
的
な
面
に
わ
た
つ

て
折
衝
中
で
あ
り
ま
す
。 

小
河
内
貯
水
池
建
設
に
伴
う
小
河
内
村
民
対
策
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
東
京
都
当
局
を
督
励
し
て
円
満
な
る
解
決
を
み
る

よ
う
政
府
に
お
い
て
も
愼
重
な
考
慮
を
拂
つ
て
参
つ
て
お
り
ま
す
。 

、 
 

衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
小
河
内
貯
水
池
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

四 
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
又
移
転
補
償
料
等
に
つ
い
て
も
詳
細
な
内
容
に
わ
た
つ
て
両
者
で
検
討
折
衝
中
で
あ
り
ま
し
て
、
近

く
円
満
な
る
解
決
を
み
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
な
お
、
こ
の
際
更
に
東
京
都
を
督
励
し
万
全
を
期
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

右
答
弁
す
る
。 
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